
盆地の北一帯は南陽市が占めている｡最近生まれたばか Dの新 しい市である｡宮内 ｡赤勝 ｡新郷

村の三つが合併 してできた市である｡宮内は昔,製糸業がさかんであった｡赤湯には温泉があD山

の斜面を利用 したブ ドウ裁培がさかんである｡

川西町は盆地の西部にあ9,農業の比重の最 も重い根城である.鬼面川の扇状根面には散居集落

が発達 してお D,経費規模の大 きな農家が多いO肉牛の肥育がさかんであるが,工業はめざましい

ものが貴い｡

高島町は盆地の東部を占め,多種類の産業がさかんに行われている｡農業では,米作,果樹,酪

農｡果樹栽培 もブ ドウ,洋梨, リンゴと多岐にわたっている｡工業 も古 くからの製糸と共に電気関

係のもの,果物の加工など豊富を伏流水を利用 しておこ覆われている ,,

これら2市2ケ町にまたがる米沢盆地は,山形県の米の-大産地であり,文明の入 口ともなって

いる｡広い平野と豊かを人口をもちながら,地域全体 としての発展は必ず しも明るい ものではない｡

農業についても,工業についても近代化を更に迫 られ,今その曲り角に立 っている時である｡米沢

盆地は米作とは切っても切れぬ関係にあるのであるから,その基本的立場のもとに今後の道を切 り

開いてゆくべ きである｡ただしそれは今までとは違い,量の問題から質の問題- とその中心課題を

変えて考えてゆくべきことと思 うC米作のみvt:限ったことではな く-

岩手 県 金 ヶ崎 町の 酪農

北 沢 桂 子

本論文では,金ヶ崎町の酪農について考察 し,内包する問題点及び動向を明らかにすることを目

的とした｡卒論侍成は次の通 Dである｡第一章, 日本の酪農及び岩手の占める位置,第二章,金ヶ

崎町の概観,第三葺,金 ヶ崎町の酪農,第四葦,飼料構造,第五葺,金 ヶ崎町における酪農振興計

画,第六章,要約｡

本町は,岩手県南内陸部に位置し.町の東端を元北本綾が走っているo ここは,第 1次産業就業

^口が約 70%を占める農業の町であり,経営の大規模化,専業化の他に,馬か ら牛と豚の農業へ

の変化が顕著である｡

酪鹿について見ていくと. 1戸当平均乳牛属蕃頭数,改良草地面積,牧草畑面積が,県内陸地区

の中で最も多 く,かつ広い｡箱 1図の乳牛頭数規模別農家戸数をみると, ピークが2つあD,本町

の酪慶が大 きく2つの営嘉形態,即ち畑露盤 と水EE露盤に分かれていることがわかる｡従って本町

の県南内陸地区における路盤uj卓越性は, この畑配慮の存在によるものと思われる｡
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<第 1図>
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もともと北上川流域の水EB地帯 として,米作に依

存 してきた金ヶ崎町において,藤島の気運が盛んに

覆ったの払 昭和24年頃からである｡そして,町

の東部沖積低胞に水田酪盤地帯が形成されていった

のだが,ほぼ時を同じくして, もう1つの酪鹿地帯

が丘陵地に形成された, これは主に,戦後入植 した

闘拓鹿家によるものであ9.入植当時は雑穀を主 と

した耕種農業を営んでいた｡ ところが,昭和 28,

29年VTL冷害vz:襲われ畑作物は全滅に近い被等を受

けてしまった｡この袷等が 1つの契桝と浸り,そ し

て当時の鮎農ブームも手伝って,冷涼湿潤夜気候の

影鯉をあま9受けない,畑酪農へ と移行 し, ここに

酪農団地の発足をみたのである｡

こうして本町の畑酪農地帯は,他の開拓地と比べ

て官有地の解放面積が広かったため, 1戸当平均耕蝿面積が大であったこと,滴州から引揚げ者で

大規模経営の経嫉者が多かったこと,公共資本の投下が大 きかったこと,計画的集団的人種である

ことか ら.合理的地割が可能であったこと,又部落内での営農形態はほぼ同じであることから,集

団作業,集閏購入及び集荷が容易であったこと,良き指導者に恵まれたこと等の条件が相互に作用

しあって. 今日の弛位を築いたものと思われる｡更に41年5月に.駒 ヶ岳山昆闘拓者事業が発足

し,水EU蕗鹿家の発展を促すために,西苦旺 陵現に約400haほどの採草地が造成され,その際

開拓道路,幹緑,支線道路が造 られた｡ この道路の完成は,畑酪島地 と町 との時間的距離を縮め,

ここVCおいて畑E諮農地帯は更に大きく発展 した｡

又, この事業は本兎 水田酪鹿家-草を提供 し,飼料基盤を確立する.ことを目的としたものであ

るが,採草地が町か ら10- 15Km離れていること,傾斜地であり且つ地力が乏 しいので,管理を

良 くLをいと忽ちの うちEn:荒地に在 ってしまうこと,-ルパー雇用等のFhLJ題があるため,水田酷鹿

家による採草地の管理は,労働力の点で行 き詰まるのではないかと思われる｡その結果採草現は.

隣接する畑融農家によって吸収され,畑露盤宏の大規模化及び水田露豪家の小規模縮小化の傾向払

今後ますます強まっていくものと考える｡
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